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1.本書は、茨城県筑西市に所在する炭焼戸東遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、つ くば明野北部工業団地進入路建設に伴い、筑西市より調査委託を受けた株式会社東京航業研

究所が実施 した。

3.調査については、筑西市教育委員会の指導のもとに行った。

所 在 地 筑西市松原字炭焼戸 629番地ほか

調査面積 967∬

調査期 間 平成 19年 5月 28日 ～平成 19年 6月 9日

調査担 当 大橋 生 (東京航業研究所 )、 林 邦雄 (東京航業研究所 )

調査及び整理参加者  荒川康佑 大関きよ子 飯野正子 市瀬俊一 小野麻人 加倉井タキ子

加藤 玄 川下由光 川村宣央 杉山ミヨ 土屋隆行 中島伊― 中島 亨

古川貴弘 峯岸未以留 村山彩子 森田美代 渡辺真吾 渡辺弘美

4.本書の編集は大橋・林が担当し、執筆は大橋・林・小野・市瀬が分担 した。各頂の文責は各文末に記載

している。

5.調査に関わる遺物・図面・写真等は、筑西市教育委員会が一括 して保管 している。

6.発掘調査から本書の刊行に至るまで、下記の方々・諸機関より御教示・御協力を賜った。記 して深 く謝

意を表する次第である (敬称略・順不同)。

今井千恵 佐々木藤雄 村山 修

筑西市建設部土木課

例

1.本文中に掲載 した実測図の縮尺は、原則 として次の通 りである。

全体図 1/500 遺構図 溝 1/60 住居跡・地下式坑 1/40 土坑・ピット1/30

上器実測図 1/3 土器拓影図 1/3

2.遺構実測図中の座標値は国家標準直角座標Ⅸ系に基づ く。方位は座標北を、レベルは海抜高を示す。

3.写真図版は原則として、1/2と した。

4.遺物呑号は本文、実測図、写真図版と一致する。

5.遺構・遺物の色調表記は『新版標準土色帳 (2001年 度版 )』 を基準とした。

6.遺物観察表における法量の ( )内数値は現存最大値、〔 〕内数値は復原実測値を示す。

7.遺構内における遺物出土状態を示すにあたり、次の記号を使用 した。

●土器

田
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第 1章 調査の概要

第 1節 調査 に至 る経緯

平成 17年 12月 22日 付け筑土木第 117号 にて、筑西市長 冨山省三 (建設部土木課扱)か ら、筑西市松原

地内におけるつくば明野北部工業団地進入路整備工事に伴い「埋蔵文化財の所在の有無およびその取扱いに

ついて (照会 )」 が提出された。筑西市教育委員会は、工事予定地に炭焼戸東遺跡が所在 していることを確認 し、

照会に基づき工事予定地内の遺跡について平成 18年 3月 15日 から25日 までの 10日 間にわたって試掘調査

を実施 した。試掘調査の結果、遺構 と遺物を確認したことから、今後の遺跡の取 り扱いについて筑西市建設

部土木課と協議を行った。

協議の結果、工事の計画変更は困難であるため、文化財保護法第 94条 に基づき、平成 19年 3月 20日付

け筑土木第 169号 にて、筑西市長 冨山省三から茨城県教育委員会教育長あて「埋蔵文化財発掘の通知につ

いて」が提出された。その後、平成 19年 4月 13日 付け文第 44号 にて、茨城県教育委員会教育長から筑西

市長あて「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について (通知)」 |こ より工事着手前に発掘調査を

実施するよう勧告があり、記録保存を目的とした発掘調査を実施することとなった。

筑西市教育委員会と筑西市建設部土木課は、発掘調査の実施に向けて具体的内容の調整を図り、調査を株

式会社東京航業研究所に委託することとした。調査に際して、筑西市、筑西市教育委員会、株式会社東京航

業研究所の三者により「埋蔵文化財に関する協定書」を締結するとともに、株式会社東京航業研究所より平

成 19年 5月 16日 付けで、茨城県教育委員会教育長あて「埋蔵文化財の発掘調査の届出について」が提出さ

れた。調査経費については筑西市が全額負担 し、筑西市教育委員会の指導のもと、株式会社東京航業研究所

が同年 5月 28日 から6月 9日 まで発掘調査を実施することとなった。

第 2節 試掘調査の概要

試掘調査は松原地内のつ くば明野北部工業団地への市道進入路建設に伴い、当該地点における埋蔵文化

財の有無の確認を目的として、平成 18年 3月 15日 から、25日 までの 10日 間にわたって実施 した。

調査は、道路計画範囲を網羅するように3m幅の トレンチを9箇所設定 し、実施した。調査面積は約 645

ゴであった。

調査の結果、竪穴住居跡 1軒、溝 9条、土坑 17基、ピット98基 を検出した。遺物は縄文土器 8点、土師

器 67点、陶器 2点、磁器 5点、土師質土器 1点、鉄製品 1点 を検出した。古墳時代後期から奈良・平安時

代を主とした遺構、遺物が調査区南側を中心に検出された。7号 トレンチでは、溝を検出しており、覆土よ

り古墳時代後期の甕を検出した。8号 トレンチでは、竪穴住居跡 1軒を検出し、覆土より古墳時代後期の郭

3点を検出した。9号 トレンチでは、溝を検出した。これらの結果を受けて、本調査では 7～ 9号 トレンチ

の範囲を対象とした。また、7号 トレンチの溝を3号溝として、8号 トレンチの住居跡を 1号住居跡として、

9号 トレンチの溝を 1号溝として、遺物 も合わせて、報告する。

(大橋 )
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第 3節 調査の経過

発掘調査は、平成 19年 5月 28日 ～平成 19年 6月 9日 までの 2週間にわたつて実施 した。先ず 5月 28

日より表土掘削を開始 し、地表より60 cm程の深さで遺構を検出した。30日 までに表土掘削を終了し、住居

跡 1軒、地下式坑 1基、溝 3条、土坑 10基、ピット8基を確認 した。これらの遺構の調査を適宜実施 し、6

月7日 にはラジコンによる空中写真撮影及び写真沢1量 を実施、8日 には調査を終了した。出土遺物は、少なく、

収納箱 1箱程であった。

整理作業は、平成 19年 6月 11日 ～平成 19年 9月 30日 まで実施した。6月 には遺物の洗浄・注記・接合作業・

写真整理作業と並んで、写真沢1量 した遺構の図化作業をSTP(デ ジタル図化解析機)を用いて行った。

7月 には遺構図面の修正・ トレース、遺物の実測・ トレース、遺物写真の撮影、図版作成、原稿執筆など

の作業を行い、8月 には報告書編集作業を実施 した。                     (大 橋 )

第4節 調査 の方法

調査区の座標は公共座標 (世界測地系)を基準に設定 した。調査対象地は、総面積は 967だ を測る。対

象地全域が網羅されるよう10m方眼のグリッドを設定 した。調査にあたって、包含層および遺構内出土遺

物については、原則として光波測量機を用いて 3次元記録を実施した。また、遺構については、デジタルカ

メラによる写真測量と手実測作業を併用 した。写真撮影にあたつては 35 mmモ ノクロフィルム、35 mmカ ラー

リバーサルフィルム、デジタルカメラ (500万画素)を併用 し、適宜、記録撮影を行った。

(大橋 )

第 2図 遺跡全体図 (1:2500)
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第 5節 基本土層

基本土層の確認は、調査区中央部の東壁に沿って、2m× 2mのテストピットを設けて、土層観察作業を

行った。基本土層の概要は以下の通りである。各遺構はⅢ層上面で確認されたが、いずれも覆土は浅く、後

世に削平されたものと考えられる。旧石器時代の遺物は確認されなかった。

(大橋 )

暗褐色土、ローム粒を微量含む。粘性をもち、やや締まりに欠ける。

ローム粒を少量、黒色粒子を微量含む。粘性をもち、締まる。

砂粒、黒色粒子、赤色粒子を微量含む。粘性をもち、締まる。

砂粒、黒色粒子、赤色泣子を微量含む。粘性をもち、締まる。0‐ドローAl

礫を少量、砂粒、黒色粒子、赤色粒子を微量含む。粘性をもち、締まる。

砂粒を中量含む。粘性をもち、締まる。

砂粒を多量含む。粘性をもち、締まる。

m
28.00

テス トピット東壁セクション

0                             1m

第 3図 基本土層図 (1:20)

I層 表土・耕作土層

Ⅱ層 10YR4/6褐色土層

Ⅲ層 10YR4/4褐色土層

Ⅳ層 10YR4/6褐色土層

V層 10YR4/6褐色土層

Ⅵ層 10YR4/6褐色土層

Ⅶ層 10YR5/6黄褐色土層

Ⅷ層 10YR5/6責褐色土層

Ⅸ層 砂礫層
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第 2章 遺跡の概観と立地

第 1節 地理的環境

炭焼戸東遺跡は、茨城県の西部、筑西市の松原地区に所在する。筑西市は南東に筑波山を望み、北と西で

県境 と接 し、北が栃木県芳賀郡二宮町、東には桜川市、南には下妻市、西には結城市及び栃木県下野市がそ

れぞれ隣接する。本遺跡は筑西市に所在 しているが、筑西市は 2005年 3月 に下館市、関城町、明野町、協

和町とが合併 して誕生 した市で、合併前の地名は真壁郡明野町大字松原字炭焼戸である。

旧明野町は、東に筑波山麓に沿って霞ケ浦に流れ込む桜川とその支流の観音川、西に利根川に流れ込む小

貝川に挟まれた標高 20～ 40mの低台地に立地し、支谷によって複雑に開析をうけている。西方は小貝川に

よる堆積 と考えられる台地が形成され、東方は桜川付近まで平坦な地形である。本遺跡を含む旧明野町の大

部分はその平坦な地に所在する。現在、微高地は集落や畑地、その他は水田として利用されている。また、

遺跡は東側の台地周縁から桜川に至る低台地に確認されている。

第 2節 歴史 的環境

本遺跡は、旧明野町市街地より北に約 l km、 桜川支流の大川左岸に位置し、周囲は畑地や水田が広がる標

高 27mを 測る地点である。縄文時代より生活の痕跡が見出され、特に古墳時代後期より確認されている遺

跡が爆発的に増加する。また、中世から海老ヶ島城が築城され、中世以降は海老ヶ島城を中心に発展を遂げ

る。現在の西及び東松原地区や海老ヶ島地区は海老ヶ島城の城下町として発展 したと考えられる。以下で各

時代の主だった遺跡を概観する。なお、各遺跡呑号は茨城県遺跡地図 (茨城県教育委員会 平成 13年)に拠っ

ている。

旧石器時代の遺跡として、中根十三塚遺跡、中妻 (倉持)遺跡が挙げられる。茨城県教育財団の調査で中

根十三塚遺跡からは、ナイフ形石器や剥片、中妻 (倉持)遺跡からは、ナイフ形石器や尖頭器などが確認さ

れている。

縄文時代の遺跡は、比較的広範囲に及び、中妻 (倉持)遺跡、山王堂遺跡、宮山遺跡 (15)、 鍋山東原遺跡 (33)、

台山遺跡 (63)、 岡山遺跡 (69)、 館野遺跡 (74)な どが確認されている。館野遺跡では、中期後葉の加曽利

EⅢ式の縄文土器や石鏃、凹石などが出土している。中妻 (倉持)遺跡では、中期から後期にわたる住居跡

や土坑、埋斐等が検出され、なかでも骨片を伴う土墳や埋甕が確認されているのは特筆される。縄文時代中

期から後期を中心にある程度の規模を持つ集落が形成されていたことがわかる。

弥生時代の遺跡は、宮山遺跡 (15)、 岡山遺跡 (69)、 館野遺跡 (74)な どが挙げられる。館野遺跡では、

住居跡 5軒 と二軒屋式の弥生土器、紡錘車 3点が出土 している。この時期の旧明野町域では後期が主流で、

小規模な集落が営まれていたと考えられる。

古墳時代では当遺跡を含め、多 くの遺跡が知られている。主な集落遺跡としては、宮山遺跡 (15)、 鍋山

東原遺跡 (33)、 石倉東遺跡 (58)、 中根遺跡 (59)、 炭焼戸東遺跡 (61)、 新堀遺跡 (62)、 台山遺跡 (63)、

城ノ内遺跡 (64)、 菰冠北遺跡 (66)、 菰冠南遺跡 (67)、 戸張遺跡 (68)、 岡山遺跡 (69)、 海老ヶ島東原遺

跡 (73)、 館野遺跡 (74)な どと数多いが、調査された遺跡は少ない。館野遺跡では後期の住居跡が 2軒検

出されている。古墳では、全長約 100mを測る前方後円墳の宮山観音古墳 (19)、 稲荷塚古墳 (70)が確認され、

鋼山東原遺跡 (33)で は円墳 8基が確認されている。古墳は中期頃に造営されることより、この時期にはこ

の地域を支配する首長層が存在 していたことがわかる。

奈良・平安時代 も古墳時代から継続して集落が営まれていることを遺跡の分布から知ることができる。主

な遺跡を挙げると、宮山遺跡 (15)、 鍋山東原遺跡 (33)、 石倉西遺跡 (57)、 石倉東遺跡 (58)、 中根遺跡 (59)、
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第 1表 周辺の遺跡一覧

番

号
遺跡名

時代

番

号 遺跡名

時代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

良

・
平
安

中

世

以
降

旧

石

器

縄

文

弥

生

首

墳

奈

良

・
平

安

中

世

以

降

宮山遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 台山遺跡 ○ ○ ○

海老ヶ島城跡 ○ 城ノ内遺跡 ○ ○

宮山観音古墳 ○ 田宿炭焼戸遺跡 ○

鍋山東原遺跡 ○ ○ ○ ○ 菰冠北遺跡 ○ ○ ○

八坂神社古墳 ○ 菰冠南遺跡 ○ ○ ○

宮山石倉遺跡 戸張遺跡 ○ ○ ○

石倉西遺跡 ○ ○ 岡山遺跡 ○ ○ ○ ○ ○

石倉東遺跡 ○ ○ 稲荷塚古墳 ○

中根遺跡 ○ ○ 久保新田遺跡 ○

炭焼戸西遺跡 ○ 海老ヶ島東原遺跡 ○ ○ ○

新堀遺跡 ○ 館野遺跡 ○ ○ ○ ○ ○

Ⅲノ
も ,

齢

こJ

第5図 炭焼戸東遺跡と周辺の遺跡 (国土地理院発行 125,000『真壁』『筑波』に加筆)
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ベ
ガ
／
‐ｋｍ

0
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炭焼戸東遺跡 (61)、 台山遺跡 (63)、 城ノ内遺跡 (64)、 菰冠北遺跡 (66)、 菰冠南遺跡 (67)、 戸張遺跡 (68)、

岡山遺跡 (69)、 海老ヶ島東原遺跡 (73)、 館野遺跡 (74)が確認されている。なかでも、館野遺跡で 9世

紀代に使用されていたと思われる第 2号井戸から木製品の糸巻きと斎串が出土している。当時期の祭祀行

為の一端が垣間見える遺物である。また本遺跡で 2006年 度に行われた調査によって、9世紀中葉から 10

世紀代の須恵器に「院」の墨書土器が多数出土していることも見逃せない。この時期は、廷暦年間に白壁

郡から真壁郡に改称されたことなどから、律令制下における中央集権化が進んだ時期であるが、平高望の

東国への下向に伴う、平氏族の上着化と勢力の拡大が行われた時期でもあり、真壁郡近辺でも数回の合戦

が行われたと『将門記』に記されている。なお、旧明野町周辺では将門伝承が数多 く残されており、旧明

野地区東石田には将門の伯父にあたる平国香の居館が存在 したと伝えられている。

中世以降の遺跡としては、宮山遺跡 (15)、 海老ヶ島城跡 (16)、 鍋山東原遺跡 (33)、 炭焼戸西遺跡 (60)、

炭焼戸東遺跡 (61)、 田宿炭焼戸遺跡 (65)、 菰冠北遺跡 (66)、 菰冠南遺跡 (67)、 戸張遺跡 (68)、 岡山

遺跡 (69)、 久保新田遺跡 (72)、 海老ヶ島東原遺跡 (73)館野遺跡 (74)な どが確認されているが、基本

的には海老ヶ島城に係わる遺跡が多い。そのため以下では、もう少 し海老ヶ島城についてlll観 したい。

(市瀬・林)

海老ヶ島城の立地と構造

海老ヶ島城は、南を平沼、西を西沼、北から東は深田に囲まれた比高 lmほ どの微高地を利用 して築か

れた平城である。現在、沼地は完全に埋め立てられ、主郭以下の土塁や空堀 も大部分が耕作や宅地化によ

り湮滅 して遺構はかなり断片化 しているが、往時はまさに沼地に浮かぶ島であり、要害の地であったと思

われる。島はU字を横にしたような形状で、城域は、東西・南北ともに800mに及ぶ広大なものである。

遺構の残存状況は思わしくないものの、寛文 12年 (1672)と 、安永年間 (1772～ 80)ごろの海老ヶ島

城の絵図 (明野町 1986)に より、旧状をかなり再現できるので、以下これによって見ていきたい。城は、

この島全体を城域とし、南に寄った位置に主郭以下 3つの郭を輪郭式に、その東西北に大きな外郭を連郭

式に配した縄張 りである。外郭は、さらに水路や土塁などで細かく分かれていたようである。このような

立地から、出入 りや物資の搬入など水運に大きく依存 したと伝えられ、外郭の北東端には船着場の跡と倉

屋敷の地名も残る。

また、南の平沼を挟んだ対岸は新宿、東の深田を挟んだ対岸を田宿といい、ここはそのまま現在の旧明野

町中心街となっている。城は、南方の新宿に向けて橋を架けてお り、ここが大手であったのだろう。上記

と同じ安永年間 (1772～ 80)ごろと思われる別の絵図 (明野町 1986)に は、新宿と田宿を大きく囲む土

塁 (現在は消滅)も 描かれてお り、その北東端には戸張の字名も残る (明野町 1981)。 これらを城下の町

場や集落を包摂する惣構 と考えるならば、城域は東西南北に 1.1キ ロ余 りとなり、その面積は結城城や小

田城、下妻城など、周辺大名の居城に匹敵するものとなる。

この地は、結城氏、小田氏や真壁氏、下館水谷氏、下妻多賀谷氏が接する境目であり、多数の軍勢の駐

屯を想定 しての築城であったであろう。また、現在も多 くの県道がこの地で交差しているように、当時も

これら諸勢力の拠点を結ぶ街道がこの地で交わり、軍事的のみならず流通経済の拠点であったことは疑い

なく、これらの理由から、巨大な城郭となったものと思われる。平成 18年 5月 から6月 にかけて、海老ヶ

島城の北部から東部のタト堀の発掘調査が行われ、15世紀末から16世紀のかわらけや内耳土鍋、幅 2～ 44

桁、深さ 1(ラ弱の比較的小規模な堀が検出された。堆積土から水濠と推定され、一部には畝堀と思われる

遺構 も確認された (斉藤 2006)。

海老ヶ島城の歴史

寛正 2年 (1461)か ら築城が開始され、応仁元年 (1467)に 完成 したといい、結城成朝の嫡男秀千代
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(海老原右近将監輝明或いは輝朝と称す)が 10才で居城 したとされる。この地は、結城本領からやや離れ、

宿老とはいえ自立性の強い下館水谷氏、下妻多賀谷氏の外側に位置し、東の桜川を挟んで小田氏や真壁氏

と接する境 目であり、結城氏の東方最前線基地として、多数の軍勢の駐屯を想定 しての築城であつたであ

ろう。海老原氏は 3代に渡 りこの地で小田氏との抗争に明け暮れるが、天文 15年 (1546)に 小田方の宍

戸通綱に攻められ落城 し、同氏は滅亡する。代わって海老ヶ島城には小田氏の重臣平塚山城守長信が入 り、

海老ヶ島七騎と称される土豪が付けられ、対結城氏の最前線基地となる。

弘治 2年 (1556)4月 、結城政勝は小田原の北条氏康と組み、海老ヶ島城の南方山工堂において小田氏

治を破 り、海老ヶ島城や小田城など、小田領の大半を占領した①しかし、小田原勢が帰国すると、小田氏

の盛 り返しに遭い、8月 には小田城が奪還される。同 4年中には、海老ヶ島城も小田方に戻 り、再び平塚

長信が城将となった。

永禄 2年 (1559)、 結城政勝から晴朝への代替わりに乗 じ、小田氏治は結城領に侵攻するが、予想以上

の反撃を受けて敗退。結城氏宿老の下館水谷政村の追撃を受け海老ヶ島城も落城 し、平塚長信は城外で討

死 してしまう。

翌 3年、北条と結ぶ結城晴朝に反発する下妻の多賀谷重経は、小田、佐竹らの連合軍で結城城を攻撃。

晴朝は、海老ヶ島城などの支城を捨て、全ての兵力を結城城に集めて篭城する。結果、和議に持ち込まれ

るが、海老ヶ島城はまた小田氏の手に帰 し、平塚刑部大輔が城将となる。

小田氏治は、失地回復を策して北条氏と手を結んだため、上杉謙信と結ぶ佐竹氏ら反北条勢力との紛争

が激化する。同 7年二月、上杉勢 8千余と、小田勢 3千が第二次山王堂合戦で激突し、氏治は大敗。小田

城を捨て逃走する。この時の海老ヶ島城の動向は明らかではない。

佐竹義重は、北条氏との抗争上、同盟国の多賀谷氏を救援するためにも、下妻へ南下するルー トの確保

が急務となり、同 12年正月、海老ヶ島城の攻撃を開始。本郭まで攻め込んだ時点で、平塚刑部大輔は実

子や一族・家臣を証人に差出し降伏 した。義重は、この城を宍戸義長に与え、義長は弟の外記 (海老ヶ島

新左衛門と称す)を ここに配 した。天正元年 (1573)4月 、外記は小田氏治の居城藤沢城 (土浦市)攻め

で戦死 したという。

文禄元年 (1592)(同 4年 とも)7月 、佐竹領内の配置替えの一環として、宍戸義長は本貫地の宍戸城 (友

部町)6万石から、海老ヶ島城 6700石 に移された。この時、宍戸から龍泉院など所縁の寺社をも移 したが、

これは今も当地に所在 している。

慶長 5年 (1600)、 関ケ原合戦において傍観の態度をとった佐竹氏は、同 7年に常陸国を没収され、出

羽秋田に減転封となる。宍戸義長は、秋田には赴かずに佐竹氏を離れ、子孫は帰農したという。家臣団も、

在城僅か数年の縁の薄い海老ヶ島を離れ、宍戸に戻 り帰農した者が多かった。海老ヶ島城はこの後廃城と

なったものと思われる。 (小野 )
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第 6図 江戸期の海老ヶ島城、松原村絵図 (『明野町の村絵図』1986よ り転載 )
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第7図 明治前期の海老ヶ島城周辺図 (迅速図 1:20000)
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第 3章 縄文時代

第 1節 遺物

表土層と撹乱より縄文土器 17点が出上した。1

時代後期堀ノ内 I式の深鉢である。3'4・ 5はキヤ

縄文時代中期加曽利EⅢ～Ⅳ式であろう。

1:3

第8図 出土遺物①

・2は地文に縄文を用い、半裁竹管文で沈線を施 した縄文

リパー形と思われる器形を持ち、口縁部に無文帯を持つ、

(林 )

舟
牝

落2表 遺物観察表①

版

号
図
番

出土
地点

種別 器種 部位 酪
⑪

縞
ω

離
⑪

調整・技法 胎土 色調 焼成 備考

1

土
括

表

一

文
器

縄
土

深鉢
縁
片

口
部

口縁部直下に沈線一条、地文縄文、
半裁竹管状工具で円文や沈線を垂下
、断面V字状になる沈線を斜走。

黒 。赤色粒子少
量、石英・金雲
母微量

明黄褐色 良好 堀之 内 I式

2
土
括

表

一

文

器

縄
土

深鉢
胴部
片

半裁竹管状工具を用いた綾杉文。地
文縄文。

黒・赤色粒子少
量、石英・金雲
母微量

明黄褐色 良好 1と 同一個体か

3 ７Ｔ
赴
一括

文
器

縄
土

深鉢
縁
片

日
部

口縁部外側に折れ、直下に曲線的な

隆帯。キャリパー型。

石英・チャート
・砂礫多量、金
雲母少量

黄橙色 良好 加曽利EⅢ ～Ⅳ式

4 ７Ｔ
赴
一括

文

器
縄
土 深鉢

胴

片
隆帯を垂下。

石英・チャート
・砂礫多量、金
雲母少量

黄橙色 良好 加 曽利 EⅢ～Ⅳ式

5 ８Ｔ
赴
一括

文
器

縄
土

深 鉢
縁
片

口
部 (184)

口縁部肥厚し無文。直下「く」字状
に折れる。

白色粒子・石英・

チャート少量、金
雲母微量

明黄橙色 良好
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第4章 古墳時代

第 1節 遺構

1号住居跡

調査区ほぼ中央部に位置する。主軸方位はN-15° ―Wで、平面形はほぼ正方形を呈する。規模は長軸約 3.8m、

短軸約 34mを測る。床面は撹乱された状態で検出され、硬化面等は確認できず、掘 り方のみの調査となった。

掘 り方は起伏が激 しい。周溝が一部残存 し、北壁東寄 りと東壁南寄 りの壁面沿いに検出された。北壁沿いで

は幅約 24 cm、 深さ約 5 cm、 東壁沿いでは幅約 14 cm、 深さ約 4 cmを 測る。ピットは4基検出された。3号住

居内ピットは貯蔵穴の可能性 も考えられる。その他の住居内ピットは柱穴と見られる。カマ ドは北壁中央に

位置する。燃焼部と思われる掘 り込みが検出され、覆土にはわずかに焼上が混入 していた。遺物は、住居床

面に近い位置より上師器杯 6点、土師器甕 1点が出土している。出土遺物から判断して 7世紀初頭～前半の

所産であった可能性が高い。

キ
」

准2鈎9+

〔 (

99

4号住居内ピッ ト

_fO 夕

Ｑ
柳

４

乳

2号住居内ピッ ト

1号住居内 ピッ ト

十
§
・

麺

O06

弐
A

27 30m

1号住居跡 (掘 り方)土層説明
1 10YR4/6 褐色土  黒褐色土粒 を微量混入する。粘性 を持ち、締 まる。
2 10YR4/6 褐色土  ローム粒を微量混入する。粘性を持ち、締まる
3 10YR3/4 暗掲色土 ローム粒 ローム土を微量、焼土を少量混入する。

やや粘性を持ち、やや締まる。
4 10YR4/4 褐色土  黒褐色土粒を微量混入する。粘性を持ち、締まる。

第 9図  1号 住 居跡
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1号住居内ビッ ト

C               C'
2710市

Y

l号住居内ピッ ト土層説明
1 10Y R2/8 黒褐色上 ローム粒  ロー

ムプロックを微長混入する。やや粘性を

持つが、締 まりに欠ける。

2 10Y R4/6 褐色土 ローム粒力地子状
で多量に混入する。粘性を持つカド、締ま
りに欠ける。

310Y黒 4/4 褐色土 黒褐色上を多長に
混入する。粘性を持つが、ややlTま りに
久ける

4号住居内ビッ ト

F             F'
蜘

u

4号住居内ビット土層説明
1 10Y R4/4 褐色土 黒掲色上粒を多量に

混入する。粘性を持ち、やや締まる。

0

お 住居内ビット

D            D'

2号住居内ビット土層説明
1 10Y R4/4 褐色上 黒褐色土粒を多霊

に混入する。粘性を持ち、やや締まる。

1割主居カマ ド東西セクション

G              G'

才

,号住居跡カマド東西セクション土層説明
110Y R3/4 暗掲色土 ローム粒 ロ
ーム土を徴量、焼土を少量混入する。
やや粘性を持ち、やや締まる。

2m

碍住居内ビット    E'E

3号住居内ビット土層説明
1 10Y R3/3 暗褐色土 ローム粒及び炭

化物が徴量混入する。粘性 しまりを持

2 10Y R4/3 にぶい黄褐色上 ローム粒
を微畳混入する。粘性を持ち、締まる。

H           H'
獅

1号住居跡カマド南北セクション土層説明
1 10YR4/6 褐色土 ローム土を多長

暗褐色土を微量混入する。粘性を持ち
やや締まる。

2 10YR4/6 褐色土 ローム土を多量
暗褐色土を微長混入する。粘性を持ち

締まる。

1:40

第 10図  1号住居跡カマド及びビット
9号土坑

調査区中央やや北寄りに位置する。平面形は円形を呈する。規模は径約 82 cm、 深さ約 90 cmを 測る。断面

は円筒状を呈する。遺物の出土は見られなかった。覆土のあり方が 10号土坑と類似しており、10号土坑と

ほぼ近い時期の所産である可能性が高い。確認面よりの深さはあまり深くないが、上部を削平されているよ

うであり、井戸の可能性が考えられる。

キ
可゙〕`

10号土坑

9号土坑

キ
、Apぃ

10号土坑土層説明
1 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒 暗褐色上が

少量混入する。やや粘性を持ち、やや締まる。
2 10YR4/4 ローム粒 黒褐色土を少量、

ロームブロックカ敢 量混入する。粘性を持ち、締まりに

欠ける。

り

上

Ａ一獅

A'キ 鴬゙』″

乾

9号土坑土層説明
1 10YR2/3 黒褐色土 赤色スコリア 炭化物を微

貴混入する。やや粘性に欠けるが、締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土 ローム粒を少量混入

する。粘性を持つが、締まりに欠ける。

3 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒を微量、褐色土を

少量混入する。やや粘性に欠けるが、締まる。
4 10YR4/4 褐色土 ローム土 黒褐色上が主体。

粘性を持つが、締まりに欠ける。

5 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒を少量混入する。

やや粘性 締まりに欠ける。

6 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒を少量混入する。

粘性を持つが、締まりに久ける。

3

4

5

6

7

8

10Y R3/4 暗褐色土 ローム粒 黒掲色土が

少量混入する。やや粘性を持ち、やや締まる。
10Y R3/4 暗掲色土 ローム粒を微量混入する。

粘性を持ち、やや締まる。
10Y R3/3 暗掲色土 ローム粒 黒褐色土が

少量混入する。粘性を持ち、やや締まりに欠ける。
10Y R3/3 暗褐色土 ローム粒 ロームプロック

黒褐色上が少量混入する。粘性を持ち、やや締まりに欠ける。
10Y R4/6 暗褐色土 粘性を持ち、やや締まる。
10Y R2/3 黒褐色土 ローム粒を少量、ロームブロックが徴
畳混入する。粘性を持ち、やや締まりに欠ける。

10号土坑第 11図

-13-
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10号土坑

調査区北部に位置する。平面形は円形を呈する。規模は径約 92 cm、 深さ約 130 cmを 測る。断面は円筒状

を呈する。テラスをもち、底面に近い壁面に斜め方向へ、径 30 cmほ どの横穴が掘 り窪められている。遺物

は土師器甕 1点が覆土上層より出土 している。この甕は、胴部下半に焼成後、故意に円形の穴が穿たれていた。

出土遺物や覆土のあり方から判断して 6世紀中葉～後葉の所産である可能性が高い。確認面よりの深さはあ

まり深くないが、上部を削平されているようであり、井戸の可能性が考えられる。 (市瀬)

第 2節 遺物

出土遺物のうち古墳時代とわかるものは、土師器杯 9点、土師器奏 2点である。遺構内から出土したも

のは、3号溝より13の土師器必、1号住居跡より6。 7・ 8・ 9の上師器杯、10号土坑より10の土師器甕で、

15。 16・ 17・ 18は表土や遺構確認面一括で取り上げた遺物である。1号住居跡から出土した遺物は、6・ 7・

8。 9でいずれも土師器杯である。うち 6・ 7・ 8は鬼高系須志器模倣郭で、6,7がほぼ同形と推定でき、扁

平な形態である。8は 6。 7よ り小ぶりで口縁部がやや内傾している粗雑な作りである。9は体部に稜を持た

ないもので、扁平な碗型を呈している。また、タト面には漆と思われる物質が付着している。これらは形状よ

り7世紀初頭から前半のものであろう。これらの遺物は住居跡の床面近くからの出土で住居跡の年代もその

頃と想定できる。3号溝より出土した13は形状が 9と ほぼ同形で年代もほぼ同じ時期と考えられる。この

溝の覆土からは 13と 後述する11が出土しているが、南に約 30mの位置に 13と 同時期の杯が出土した 1号

住居跡が存在することから、周辺にも未検出の住居跡が存在することが想定されること、2006年 度に調査

された炭焼戸東遺跡 (折原・松田 2006)で断面形や深さが類似した溝が検出されており、その溝の想定さ

れる埋没年代が 11の年代と近いこと等により、13は流れ込みと考えた。10号土坑から出土した10は最大

径の位置や胴部の調整方法、底部の突出から6世紀中葉～後葉と思われる。また焼成後、胴部下半に内側か

ら外側に径7cm程の人為的な穿孔がなされている。10は、常総甕より先行する土師器奏の型式学的分類を行っ

た中村哲也氏の研究 (中村 2003)における「向原類型」とされるものと、胎土や器面の調整方法が一致す

るもので、10も その流れを汲むものであろう。さらに、中村氏の研究において類例として挙げられている、

土浦市石橋南遺跡における7号住居からは胴部下端に 10と 同様の穿孔をもつ土師器甕が出土していること

も興味深い。15。 16・ 17・ 18は遺構確認面や表土一括の遺物で、15は土師器杯の底部片で底部は静止ヘラ

切りの未調整で内外面が黒色化している。これは調整方法や立ち上がりの角度から7世紀前半のものと考え

られる。16・ 17は 6と 同一の形態を持つ。17に は縦方向のヘラミガキが施され、外面が黒色化している。

これらも6と 同じく7世紀前半のものであろう。18は 9と 同一形態で、同時期の7世紀前半のものであろう。

以上古墳時代の遺物から、調査地区付近は古墳時代後期には居住的な空間として利用されていたことがわか

る。なかでも10は穿孔された甕の出土事例が少ない上に、井戸状の土坑からの出土状況も、調査区近隣に

類例が無 く注目される。10号土坑や10の性格は、今後の調査例の蓄積を待つしかないであろう。 (林 )
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工 ニ ユ

15

1:4
(10)

第 12図 出土遺物②
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第3表

図版
番号

出土
地点

種別 器種 部 位 醒
ω

器高
(cm)

底径
(cm)

調整・技法 胎土 色調 焼成 備考

6
1号

住居

土

器 邦
略完
形

140
口縁部直下に稜を持ち、短く直上し
ヨコナデ。体部から底部、ヘラケズ
リ。

白色粒子微量、白
雲母少量

褐色 艮好
丸底、7世紀初頭、
邪身模倣、扁平な器形。

7 碍
醒

土師
器

郵

口縁部
から

体部
2) (36)

口縁部直下に稜を持ち、短く直上し
ヨコナデ。体部から底部、ヘラケズ
リ。

金雲母少量 赤褐色 良好 丸底
7世紀初頭。年身模倣。

8 碍
饒

土師

器
不

口縁部
から
底部

日縁部短く内傾しヨコナデ。体部か
ら底部ヘラケズリ。

白・赤色粒子・白
雲母微量

橙色 良好 平底、 7世紀前半、
不身模倣。

9
1号

住居

土

器
不

略完
形

14 8
口縁部弱く内傾しヨコナデ。稜なし。
体部から底部ヘラケズリ。

白色粒子・金雲母
。白雲母微量

橙色 良好 ヽ
色

底

褐

丸

茶
7世紀前半、
・貢色物質付着。

10号

土坑
土師

器
甕

胴部
から
底部

(96) (338)

最大径胴部中央、肩は張らない器形、
日縁部ヨコナデ。胴部下位弱い縦方
向ヘラケズリ。底部木葉圧痕。

白色粒子多量、石
英少量 黄褐色 良好

6世紀前棄から中葉
胴部下位に内部からの

径 7 cm程の穿孔。

15 聴証
一括

土師
器 イ

底部
片

(56) 体部ヘラケズリ。底部静止ヘラ切り、
未調整。 白色粒子微量 明褐色 良好 内外面黒色化

7T
表土
一括

土師
器 不

口縁部
から

体部片
170)

口縁部直下に弱い稜を持ち、短く直
立しヨコナデ。体部ヘラケズリ。 白色粒子少量 黄褐色 良好

7世紀初頭、6と 同一

器形、必身模倣。

7T
表土
一括

土師
器 不

体部
片

稜を持ち、体部ヘラミガキ。内面に
縦方向ヘラミガキ。 白色粒子微量 黄褐色 良好

7世紀初頭、6と 同一器
形、不身模倣,外面黒色化。

表土
一括

土師
器 邪

部
　
片

縁

ら
部

日
か
体

(148) (3.2)

口縁部稜を持たず、内湾しながら立
ち上がる。ヨコナデ。体部ヘラケズ
リ。

白色粒子微量 にぶい黄褐色 良好

-16-
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第 1節 遺構

3号溝

調査区北半部で検出され、南東方向

から北西方向へ直進 している。主軸方

向はS-22° ―Eである。確認部分の

全長は約 9,8m、 上部幅約 95 cm、 深

さ約 33 cmを 測る。断面は逆台形を呈

し、底面はほぼ平坦である。南東から

北西へ向かってやや傾斜 し、底面の標

高は26.74～ 26,91mを 測る。溝の北

側で沿 うように 2基のピッ ト、7・ 8

号ピットが検出されている。確認され

た位置から判断して溝の付属施設の可

能性がある。西側の一部の底面にピッ

トが集中しており、橋梁施設の可能性

がある。また、壁面に数ヶ所杭穴と思

われるピットも確認された。遺物は土

師器杯 1点、土師器甕 2点、土師器器

種不明 1′点が出土 している。出土遺物

や覆上のあり方から判断して 8世紀代

の所産である可能性が高い。 (市瀬)

第 5章 奈良・平安時代

3号清

ド
ｘ

⑦

境

◎ 7号ピッ
A'

8号 ピッ

⑨
B'

8             B'
駒

マ

3号溝土層説明
1 10Y R2/1黒 色土 ローム粒を少量混入する。

粘性を持ち、やや締まる。
2 10Y R3/3暗褐色土 ローム粒を微量混入する。粘

性を持つが、締まりに欠ける。
3 10Y R4/6掲 色土 小礫 礫が少量混入する。

粘性を持ち、やや締まる。

胞

第 13図  3号溝
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第 2節 遺物

遺物は須恵器甕 1点、土師器杯 23点、土師器甕 20点、土師器部位不明 34点が出土している。多くが

細片のため図示できなかった。

今回出上した奈良・平安時代とわかる遺物は少なく、須恵器甕 1点、土師器奏が 1点出土している。す
べて遺構からの出土で、2号溝より14の須恵器、3号溝から■・12の 上師器甕である。2号溝は覆上の

状況から中世以降に埋没した溝と考えられるため、出上した須恵器 14は流れ込みであろう。14の甕は石

英粒を含む特徴的な胎土を持ち、新治窯産と考えられる。胴部の横方向の平行叩きから8世紀中葉から9

世紀中葉のものであろう。土師器甕の11は 、口縁部の形状や最大径の位置、前述した理由から8世紀後

半のもと考えられる。これら以外の出土した遺物は、表土からの出上で細片のため、時代が判明しなかっ

た。13は古墳時代の項で先述 したように、流れ込みと考えた。 (林 )

‐４
0                    10cm

l13

第 14図 出土遺物③

0                               20cm

l:4
(11)

″
　

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
　
　
へ
【
出
Ｈ
日
山
口
山
門
川
山

‐
，

イ

―

イ

第4表 遺物観

版

号
図
番

土
点

出
地

種別 器種 部位 醍
ｍ

絲
ω

購
ω

調整・技法 胎土 色調 焼成 備考

11 3号溝
土師
器

甕

口縁部
から
胴部

(216)

最大径推定胴部中央、やや肩の張る
器形。胴部全体にナデ、胴部上位弱
い斜方向ヘラケズリ、中央縦方向弱
いヘラケズリ、下端斜方向ヘラケズ
リ。底部突出。

白色粒子少量、石
英多量、砂礫 。長
石微量

にぶい黄褐色 不良 8世紀後半

3号溝
土師
器

甕
胴部
片

内外面ナデ
白色粒子微量、石
英少量、長石微量

褐灰色 良好

3号溝
土師
器

郎

口縁部
から
体部

41
日縁部弱く内傾しヨコナデ。稜なし。
体部から底部ヘラケズリ。

白・黒色粒子少量、
石英・白雲母微量

浅黄色 不良
丸底、7世紀前半、
9と 同一器形。

2号溝
須恵
器 甕

胴部
片

縦方向平行叩き。 砂礫少量、石英少
外面オリーブ
灰色
内面暗青灰色

良好
表面自然釉多量,8世紀中
棄～9世紀中葉、新治窯産
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第 6章 中世以降

第 1節 遺構

1号地下式坑

調査区南隅に位置する。1号溝に切られている。各壁はほぼ東西南北に面 してお り、平面形は長方形を

呈する。主軸方向は S-74° 一Eである。上部はほとんど削平されてお り、確認部分の長軸は約 2.Om、

短軸は 1.8m、 深さは約 60 cmを 測る。底面にはほとんど起伏がなく、底面標高は 26.52～ 26.63mを測る。

入 り口と見られる部分が東壁から約 1.lm突出して掘 り込まれている。調査区の南側、茨城県教育財団の

調査区では、火葬施設も検出されており、それらに関連した地下式坑と思われる。遺物の出土は見られな

かった。覆上のあり方や 1号溝との切 り合いから判断して、中世以降ではあるが 1・ 2号溝以前の所産で

ある可能性が高い。

1号溝

調査区南隅で検出され、南西方向から北東方向へ向かって S字状に蛇行 している。途中、1号地下式坑

を切つて築かれている。確認部分の全長は約 5.Om、 上部幅約 10m、 深さ約 40 cmを 測る。断面はU字状

を呈 し、底面はやや起伏を持つ。壁に径 10 cm程 の抗穴が検出された。南西から北東へ向かってわずかに

傾斜 し、底面の標高は 26.56～ 2672mを沢1る 。遺物の出土は見られなかったが、覆土が 2号溝 と類似 し

ており、2号溝とほぼ近い時期の所産である可能性が強い。

2号溝

調査区南半部で検出され、西から東へ直進 している。途中、7号土坑に切られている。主軸方向はN―

88° ―Eである。確認部分の全長は約 10,7m、 上部幅約 18m、 深さ約 54 cmを 測る①断面は逆台形を呈 し、

底面はほぼ平坦である。西から東へ向かってわずかに傾斜 し、底面の標高は 26.51～ 26.60mを 測る。遺

物は土師器秦 1点、須恵器甕 1点、須恵器鉢 1点が出上しているが、これらは出土状況から流れ込みと思

われる。覆上のあり方から判断して中世以降の所産である可能性が強い。

1号～ 7号土坑

調査区南半部で検出された。東西約 6.lm、 南北 69mの間隔で整然と並んで確認された。平面形はいず

れもほぼ正方形を呈 し、確認部分の一辺は約 90～ 100 cm、 深さ約 17～ 42 cmを 測る。遺物の出土は見ら

れなかった。覆土はいずれもロームブロックを含む締まりのない暗褐色上が主体であった。茨城県教育財

団が隣接個所で調査を行い、同様な土坑群が検出されている。覆土のあり方から判断して近現代の耕作に

関する施設 (芋穴)である可能性が強い。

8号土坑

調査区南東部に位置する。平面形は不整楕円形を呈 し、主軸方位はN-5° ―Eである。規模は長軸約 1.lm、

短軸約 51 cm、 深さ約 50 cmを 測る。断面は筒状を呈する①遺物の出土は見られなかった。覆上のあり方か

ら判断して古い時期の所産である可能性が高いが、明確な時期は判断できなかった。 (市瀬)
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1号湾・1号地下式坑土届説明
1 19YR4/4 褐色土 ロームー土を少長、ロームブロックを微量混入する。粘性

齢ご員4カと―維圭:二会簸慈欽彗髭灸享2:懲桂迄奪験癬ま幾
li―¥長坊鷺名者土
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E全賛鰈 台瘤雹生管捺亀麓え手誓:亀種を持う
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解ミ影窪藩雹皇主ロニ仄錦 苧嫁:離と毎甚―争七まる。

第 15図  1号地下式抗・ 1号溝
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子三群肘頑ヲ瑠倦掲色土 褐色上を少量、炭化物・礫を微量混入す
る。粘性を持つが、やや締まりに欠ける。

2 10YR3/3暗褐色主 褐色土を少逮、炭化物 礫を微量混入す
る.。 粘性を持ち、締まる。

3 10YR骸卿疇僑色土 捐

“

土を少畳、炭イを物 礫を微量混入す
る。よく粘性を持ち、締まる。

4 10YR4/3に ぶい黄鶴色土 ローム上を少量混入する。粘性を
持ち、締まる。

３

．
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第 17図  1～ 7号土坑
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1～7号土坑土層説明
l 10Y R3/3暗褐色土 ロームプロック、炭

化物を少豊混入。粘性に久けるが、やや締
まる。

2 1oYR3/3暗褐色土 ロームプロック、ロ

憲森磐か尋線豊サ程兵省雰争入。
やや粘性

3 10YR4/4褐色主 ロームブロツタを多景
黒褐色freを 微最混入。粘性、締まりに欠
ける。



1号 ビッ ト

1号 ピッ ト土層説明

1 10Y R4/4 褐色土  粘性  しまり共にあ り。

2 10Y R4/6 褐色土  ローム土主体。

粘性  しまり共にあ り。

3 10Y R3/4 暗褐色土 ローム粒を徴量混入する。
粘性 しまり共にあり。

8号土坑土層説明
1 10YR3/2黒褐色土 ローム粒を微量混入。や

や粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/3暗褐色土 ローム粒を中量混入。粘

性を持つが、締まりに欠ける。
3 10YR4/3暗褐色土 ロームブロックを多量混

入。粘性を持つが、締まりに欠ける。
4 10YR4/3暗褐色土 ローム粒を多量混入。粘

性を持つが、締まりに欠ける。
5 10YR5お黄褐色土 褐色土粒、黒褐色土粒を

少量混入。粘性を持つが、締まりに欠ける。

0                1m

第 18図  8号土坑

2号 ピット

2号 ビッ ト土層説明

1 10Y R4/4 褐色土  ローム粒を少量混入する。

粘性 を持ち、やや しまる。

2 10Y R3/2 黒褐色土 ローム粒 を微量混入する。

粘性 を持ち、やや しまる。

5号 ピット

3号 ピッ ト

(∋

一

4号 ピッ ト土層説明

1 10Y R3/4 暗褐色土 ローム粒を微量混入する。

やや粘性  しまりを持つ。

2 10Y R4/6 褐色土  礫 を微量混入する。

粘性  しまりを持つ

第 19図  1～ 8号 ビット

3号ピット土層説明
1 10Y R3/4 暗褐色土

2 10Y R4/4
3 10Y R4/4

ローム粒 を微量混入する。

粘性 に欠け、やや しまりに欠ける。

粘性 を持ち、やや しまりに欠ける。
ローム粒 を多量に混入する。

やや粘性 を持ち、やや しまりに欠ける。

6号 ピッ ト

土

土

色

色

褐

褐

2730m
8号 ピット

②―
① ― Q 7号 ピッ ト

⑥ ―

7号ビット土層説明
1 10Y R3/4 暗褐色土

2 10Y R4/6 褐色土

ローム粒 を微量混入する。
粘性をやや持ち、 しまる。
ローム土を多量に混入する。

粘性を持 ち、 しまる。
6号 ビット土層説明
l ЮYR3/2 黒褐色土 礫を微量混入する。

粘性はやや欠けるが、しまる。

2 10Y R3/4 暗褐色上 ローム粒を微量混入する。

粘性 しまりを共に持つ。

0                   1m

l :30
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第 2節 遺物

遺構からの出土はほとんど無かった。2号溝覆土上層より常滑焼 ?1点、他は全て表土層より検出され

たもので、在地系土器 1点、焙烙 2点、陶器 2点、磁器 5点、鉄製品 1点が採集されている。陶器、磁器

は現代の物と考えられるので、ここでは検出された遺構 (1・ 2号溝、地下式坑)が含まれる年代を想定

できる遺物を図示した。19は 2号滞に流れ込んだものと考えられるが、常滑の捏ね鉢の口縁部であろう。

内面には摩耗した痕跡が見受けられる。20は在地系の指鉢である。201よ所謂在地系土器といわれるもので、

金雲母を微量含むことから、近隣で生産されたものと考えられる。これらの生産地ははっきりしない。

(林 )

19

0                    1ocm

l:3

第20図 出土遺物④

20

第5表

版

号
図
番

土
点

出
地

種別 器種 部位 陥
⑪

縞
⑪

離
ω

調整・技法 胎土 色調 焼成 備考

2号溝 常滑? 捏ね鉢
縁
片

田
部 (216)

口唇部平坦でやや窪む、口縁部ヨコ
ナデ、直下ナデ。

チヤート・石英多
量、白色粒子少量
砂礫微量

褐灰色 良好 内面に摩耗痕跡あり。

表採
系地

器

在
上 播鉢

胴部
片

外面刻み、指り目数不明。
白色粒子少量、砂
礫微量,金雲母微量

にぶい褐色 良好
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第 7章 総括

今回の発掘調査は、つ くば明野北部工業団地進入路に伴うもので、幅約 10m長 さ約 110mの 限定された

発掘調査であったため、遺跡の全容や、遺構の全容を把握するには困難が伴う作業であった。また過去の調

査事例から見ると、それなりの密度で存在することが想定されたが、検出し得た遺構は、住居跡 1軒、溝 3条、

地下式坑 1基、土坑 10基、ピット8基にとどまった。以下発掘調査及び試掘調査の成果と当遺跡の特徴を

時代順に記載 し考察としたい。

縄文時代

今回の調査で時代の判明する遺物は縄文時代中期後葉の加曽利 EⅢ～Ⅳ式 (3・ 4)と 、後期中葉の堀之内

I式 (1・ 2)が出土 した。遺構は検出されなかったが、2006年 度の炭焼戸東遺跡の調査では堀之内 I式の

埋甕が出土しているので、当調査区周辺にも当該期の遺構が存在 していると思われる。

古墳時代

古墳時代は近隣では、鍋山東原遺跡や館野遺跡、菰冠北遺跡などで調査され、特に館野遺跡からは今回検

出された住居跡と同時期である古墳時代後期の住居跡が検出されている。また、調査区南側 200m程の地点

で 2006年 度に行われた調査 (折原・松田 2006)で、古墳時代前期から中期にかけての住居跡 も検出され

ている。さて、今回の調査において検出された古墳時代と確認できた遺構は、10号土坑と1号住居跡である。

各遺構の詳細は本文に譲るが、特に注目されるのは 10号土坑であろう。この遺構から出上 した 10は胴部下

位が穿孔されている土師器甕だが、茨城県西部や南部における類例を見ると、大部分は第 3章第 2節で言及

した土浦市石橋南遺跡からの出土例を含め、住居跡及びその関連施設からの出土である。たしかに 1号住居

が床面まで削平されていること、後述する地下式坑が深さ 70 cm程 度しか残存 していないこと等を考えると、

遺構上面がかなり削平されていることは確実なので、住居跡が存在 していた余地はあるが、この上坑が、断

面や底面に柱痕が見えないこと、単独で存在する遺構の可能性が高いこと、110 cm以上の深さを持つ可能性

があること等より、近隣の類例が確認できないのではっきりとはいえないが、住居跡の可能性より井戸や祭

祀的な遺構の可能性のほうが高いように思われる。また、10は土坑の底面より約 110 cm程の位置からの出

土で、何 らかの意図をもって投棄もしくは埋納された可能性があることも指摘 しておきたい。今後 10号土

坑については近隣での類例の検出により、その性格を把むことができると思われる。

1号住居跡は遺存状態が悪かったが、3点の残存の良好な土師器杯 (6・ 8。 9)が床面に近いと思われる位

置から出上している。口縁部形状や調整から7世紀前半頃の所産と思われ、この住居跡が廃絶 したのもその

頃であろう①また、調査区南東に位置する菰冠北遺跡でも同時期の住居跡が検出されてお り、古墳時代後期

ごろに調査地点付近が居住的な空間として利用されていたことがわかる。

奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺構 としては 3号溝があげられる。近隣では、2006年 度における炭焼戸東遺跡の調査

において住居跡が 9軒、溝が 3条、館野遺跡にて住居跡が 4軒、溝が 1条等、多 くの遺構が検出されている。

今回検出された 3号溝は、その北狽1に ピットが 2基 (7・ 8号 ピット)、 溝内部西側で、径 5～ 6 cmの小ピッ

トが一定の間隔で検出されている。小ピットは中央から東側では検出されなかったので断言はできないが、7・

8号 ピットを含め、柵などの関連施設が設営されていた区画的な溝の可能性を指摘できる。出上 した遺物は

7世紀初頭の上師器郭 (13)、 8世紀後半の上師器甕 (11)等が出土している。11の土師器甕は遺存がよく、
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この甕の年代が 3号溝の埋没年代と考えて良いだろう。また、覆上の状況もその時期と考えられる。また、

2006年 度の調査において、県内からの出土例が希少な「院」の墨書をもつ 11と 近接 した時代と考えられ

る須恵器が出土していることや、庇を持つ柱穴列も検出されていることより、この付近にある程度の規模

を持つ建物跡が 3号溝の埋没したと考える時期に存在 していたことは確実で、なおかつ、その建物跡を区

画したと思われる溝 SD01・ 03か ら、3号溝と近接 した時期を示す遺物が出土 していて、断面形や規模が

類似 している事より、3号溝はSD01・ 03と 同一の性格を持つ区画溝と考えられる。今後は溝の性格や、

当時の土地利用をはっきりさせるため、溝の方向や区画域の範囲確認等が課題となろう。

中世以降

中世以降の遺構 と考えられるのは 1・ 2号溝、地下式坑である。2号溝以外では遺物が出土 しなかった

為、はっきりとした時期は判明しないが、覆上の状況や遺構の性格から考えて中世以降の所産と考えられ

る。調査区南には中世より海老ヶ島城が営まれており、その城下の一部との関連が興味深いところである。

ここで注意されるのは地下式坑と2号溝で、茨城県教育財国が調査 した地点から、中世の火葬施設が検出

されてお り、近接 していることから、中世には墓域やそれに類する区域として利用されていたことが考え

られる。また、2号溝と類似する覆土を持つ溝が茨城県教育財団の調査をした地点からも検出されており、

その方向から墓域を区画する溝の可能性 も考えられる。また、地下式坑を切って 1号溝が作 られているこ

とから、墓域の廃絶後に作 られたものとも考えられる。

今回の調査地点となる炭焼戸東遺跡は、海老ヶ島城の北で深田を挟んだ対岸に位置する。ここの地形は、

東西南を深田で囲まれた lkm× 700mほ どの楕円状を呈 してお り、北方は陸続きであるものの、海老ヶ

島と非常に良 く似た地形を示 している。

今回の調査で確認された地下式坑や溝と、茨城県教育財団により南に隣接する地点で発見された 16世

紀ごろの集落や墓地 (同財団 2007a b)、 さらにその南方で発見された 15世紀ごろの井戸や溝 (折原・松

田 2007)か ら、この楕円状地形の中央部から南部にかけて、海老ヶ島城とほぼ時期を同じくする戦国期

15～ 16世紀の「一般農民層」の集落が、集落の北側には火葬・土葬の混在する墓地の存在が明らかにさ

れた。当地の詳細は、茨城県教育財団調査地点の報告を待ちたいが、若干の考察を試みたい。

元禄 15年 (1702)の周辺 13ヶ 村の争論裁許條々絵図と、安永年間 (1772～ 80)の「海老ヶ島城・松

原村絵図」 (共 に明野町 1986)に よると、この楕円状地形はほぼ全域が畑で、原と林が一部認められる。

つまり、少なくとも18世紀初頭にはこの戦国期の集落は消滅 していることが確認できる。また、後者の

絵図には、楕円の西端に今館という場所があり、土塁に囲まれた主郭と集落の二つの郭からなる小規模な

城が描かれている。現在は宅地化と耕作により殆ど湮減 しているようであるが、地形から南北に 200m以

上、東西に 180mほ どの大きさに復元ができ、海老ヶ島城の出城として機能していた可能性が高いと思わ

れる。そうであるならば、戊焼戸東遺跡の戦国期の集落や墓地と、すぐ西に所在する今館 との関係が注目

されるところであるが、現時点では詳らかにはできない。いずれにせよ、度重なる合戦にも関わらず、広

大な海老ヶ島城のみならず、その周囲にもかなりの人口があったことは間違いないと思われる。

最後に、調査地点における土地利用の流れを追ってみると、古墳時代後期頃には居住的空間として利用

されていたが、中世以降になると区画溝が走 り、寺域や墓域等の非居住的空間として利用されていたこと

が想定できた。その後、詳細な年代は不明だが、江戸期の絵図には既に畑地として描かれており、それが

現代まで続いてきたことがわかる。

今後の課題として、古墳時代の調査区における集落の広が り、10号土坑のような類例の蓄積、奈良・

-26-



平安時代以降における溝の性格 と方向、墓域と考えられる区域が廃絶された時期、海老ヶ島城及びその城

下集落と墓域と想定される区域との関連性、等が挙げられるであろう。           (林 ・小野)
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